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大分県に特化した高齢者の住まい選びの専門家。おおいた県高齢者住まい選びサポートセンター
がお送りするニュースレターです。最新ニュースや老人ホーム情報をお届けします。
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法務省は10月18日、技能実習制度と特定技能制度に関する第12回有識者会

議を開催した。同省は技能実習制度に替わる新しい制度の全体像を表す「た
たき台」を提示。これまでの議論で焦点になっていた就労期間中の他企業への
転籍については、同一業務に限って1年を経過すれば認める案を示した。現行

の技能実習制度では「やむをえない事情」（実習企業の認定取消、暴行などの
人権侵害等）がない限り転籍を認めず、労働の権利を侵すとして、アメリカなど
国際社会から人権侵害を指摘されてきた。事実、昨年は9006人の実習生が失

踪している。新制度の「たたき台」ではこの点を考慮して、受け入れ外国人の転
籍を認めた。会議では分野をまたぐ転籍も認めるべきだという意見、都市と地
方の実情を踏まえて、転籍は就労してから3年が妥当という意見も出たが、人

権配慮と人材確保のバランスに考慮して、法務省の案は概ね認められた。な
お、現行の技能実習制度では最大5年間の就労期間を、新制度では原則3年
間とし、その後は特定技能1号、2号に移行する道筋を示した。

東京都医師会は9月22日、2024年度東京都予算に対する重点医療政策の要

望を発表した。少子化による医療福祉人材不足に対応する為、准看護師・介
護福祉士制度を活用した新たな専門資格「療養看護介護福祉士（仮称）」創設
への支援などを要望。今後高齢者・高齢化率が急増することを見越し、慢性的
な介護人材不足への対応強化を求めている。

外国人材新制度 1年で転籍可能に

新たな介護専門職資格創設への支援を要望

☆無料貸し出ししています。ご興味のある方はサポートセンターまで。
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新人ケースワーカーさんのためのガイドブックとも言える本で
すが、利用者や関係者にも、Q&A形式で生活保護について

わかりやすくまとめられています。初めて生活保護を受給す
る方や、相談で困った際の対応まで、一人ひとりの意思を尊
重しながら、その考え方やどのように行動すればいいのかが
書かれています。これからの活動に役に立つ一冊です。
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【ご相談・ご入居事例紹介】

編集後記：月日が経つのは早いもので、今年最後の真愛だよりとなりました。今年はコロナが第5類に移行したとはいえ、まだまだそ
の対策に追われる1年でした。来年はマスクも取れて、笑顔で話し合える年になればと心から願っています。 賀耒

年末年始の弊社の営業：年内は12月29日まで、年始は１月4日から営業いたします。

いつも真愛サポートセンターへお問い合わせいただきありがとうございます。今回は、実際
の施設入居の事例を紹介させて頂きます。

《ご相談事例》 自宅で看ている母親の施設を探したい。

元々は介護認定をお持ちでなかったお母様。
数か月前から急激に認知症の症状が進み、起きている時は
気持ちの浮き沈みの周期が短く、ずっとおしゃべりをしており、
夢と現実の違いが分からなくなっている状態。同居するご家族
が精神的にまいってしまい、介護認定を申請。要介護2の認定
が出た為、施設入居を検討。ご家族の希望は
①予算は15万円以内
②上記の状態の母親でもしっかり看てもらえる施設
③土いじりが好きな母親なので、そこは叶えてあげたい、の3点でした。

ご家族面談時にお母様にもお会いすることが出来、状態の確認がしっかりできましたので、
施設探しがスムーズでしたが、①②の条件はある程度クリア出来ても、③の条件を満たす
施設を探すことに苦労しました。それでも①②③を相談できる2つの施設ＡとＢ、②③の条
件は満たすものの、少しだけ料金面でご家族と相談が必要な施設Ｃをご提案。ＡＢＣの3施
設をご本人様も一緒に見学して頂きました

ご家族の結論は、Ｃの施設。施設の相談員の方が、一つ一つ丁寧にご家族の不安を払拭
してくれて、お母様にも寄り添って話を聞いてくれる姿に、ご家族がすっかり気に入って、そ
のまま申込まれました。お母様も自宅に居たいという気持ちがあったにもかかわらず、施設
の相談員と話をしていくうちに、「私はここに来たい」と仰られ、ご家族も今までの苦労が報
われたかのように涙して喜ばれました。

入居当日も、見学した事を忘れて、少し嫌がっていたお母様。
施設に着くと「ここ♪ここ♪」とご自分から施設に入って行かれました。
ご家族からも、本人が笑顔になれる施設で良かったとお礼の言葉を
頂きました☆


